
公益充実資金の内訳

１．研究強化準備資金

令和7年度の末日における
公益充実活動等ごとの内容及び実施時期

令和6〜15年度
多様化する生物学分野において従来の社会実装・受託事業の基盤と
なる技術研究・開発を大学等研究機関と共同で実施する。

令和7年度の末日における
積立限度額及びその算定根拠

積立限度額：900,000千円
積算根拠：テーマ1件30,000千円 × 3件 × 10年 = 900,000千円

令和7年度の公益充実資金の
取崩額及び積立額

取崩額：58,000千円
積立額：0円

令和7年度の末日における
公益充実資金の額

464,000千円

令和6年度の末日における
公益充実活動等ごとの内容及び実施時期、
積立限度額及びその算定根拠、
並びに公益充実資金の額

公益充実活動等ごとの内容及び実施時期：令和7年度と同様
積立限度額：900,000千円
算定根拠：令和7年度と同様
公益充実資金の額：522,000千円

２．教育支援準備資金

令和7年度の末日における
公益充実活動等ごとの内容及び実施時期

令和6〜15年度
未来を担う子供たちへの教育支援と我が国のゲノム科学や生命科学
にかかわる人材育成の２つの観点から以下の事業を行う。
①県内高校及び全国のSSH指定校・経験校の高校生グループが
 自発的に決めた研究テーマに対する活動支援
②当研究所で実施するDNAキャンプに参加する高校生の活動支援

令和7年度の末日における
積立限度額及びその算定根拠

積立限度額：40,000千円
積算根拠：①1,000千円 × 3テーマ × 10年 = 30,000千円
     ② 100千円 × 10名 ×10年 = 10,000千円

令和7年度の公益充実資金の
取崩額及び積立額

取崩額：4,000千円
積立額：0円

令和7年度の末日における
公益充実資金の額

32,000千円

令和6年度の末日における
公益充実活動等ごとの内容及び実施時期、
積立限度額及びその算定根拠、
並びに公益充実資金の額

公益充実活動等ごとの内容及び実施時期：令和7年度と同様
積立限度額：40,000千円
算定根拠：令和7年度と同様
公益充実資金の額：36,000千円


